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研究成果の概要（和文）：居住地が身体活動、食生活、心理的ストレス、あるいは未知の経路を介して健康状態
に影響する可能性が指摘されている。地理情報システム（Geographic Information System: GIS）を活用して、
近隣の土地開発の多様性や歩行可能な道との近接性といった居住地の特徴（社会地区類型）を定義し、個人的要
因をマルチレベル分析等の手法で調整して健康状態や健康行動との関連を統計的に解析した。その結果、自宅近
隣のwalkabilityと余暇の散歩・早歩き習慣有無を含む運動習慣には関連があることが示された。また、自宅か
ら職場までの距離と生活活動上の徒歩時間にも正の関連が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The associations of a neighborhood’s built environment on health via its 
effects on physical activity, diet, or other unknown mediators have been suggested, but little 
studied in Japan. A composite measure of geographic characteristics, walkability index, was obtained
 in the present study using geographic information system (GIS), which consists of population 
density, road density, access to parks, and access to retail areas (Hanibuchi, et al., 2015). As the
 results, the degree of residence neighborhood walkability was associated with self-reported 
leisure-time physical activities among workers living in an urban-suburban area. Also, distance 
between one's home and the workplace was positively associated with self-reported duration of 
walking.   

研究分野： 公衆衛生学、疫学
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１．研究開始当初の背景 
「居住地」が身体活動、食生活、心理的

ストレス、ソーシャルキャピタル、あるい
は未知の経路を介して健康状態に影響す
る可能性が指摘されている。居住地と喫煙、
飲酒、職種、収入等の個人的要因が相関す
るため、これらに独立した居住地自体の健
康影響を調べる目的で、通常、個人的要因
の交絡を統計学的手法によって調整する。
しかし、地域住民を対象とした研究の場合、
個人の社会経済的状況に顕著な差があり、
その交絡が十分制御されているか明確で
ない。社会経済的が類似し、かつ県下全域
に居住する広域自治体職員を対象に、居住
地と健康の関連を検討することは有用と
考えられるが、そのような研究は過去にな
い。 
 

２．研究の目的 
肥満・2 型糖尿病の有病や発症に居住地

がどのように影響しているかを、職域集団
において検討する。また近年、環境要因が
遺伝子発現に影響を与えるエピジェネテ
ィクスが疫学的にも注目されている。エピ
ジェネティクスとはDNA塩基配列の変化に
よらない遺伝子発現の変化が細胞世代を
超えて継承される現象で、代表的なメカニ
ズムとして DNA メチル化がある。本コホー
トの 2013 年調査では、DNA を用いた研究に
ついて、約 4,000 名の対象者から同意を得
ており、本計画においてもコホート内症例
対照研究の手法でDNAメチル化解析を行う。 
 

３．研究の方法 
地 理 情 報 シ ス テ ム （ Geographic 

Information System: GIS）を活用して、
近隣の土地開発の多様性や歩行可能な道
との近接性といった居住地の特徴（社会地
区類型）を定義し、個人的要因をマルチレ
ベル分析等の手法で調整して健康状態と
の関連を統計的に解析する。 
具体的な手順は以下の通りである。（1）

コホート対象者の住所情報からGISポイン
トデータの作成（ジオコーディング）、（2）
居住対象地域の地理情報の取得、（3）取得
した情報から GIS レイヤーの作成、（4）対
象者世帯の空間的範囲を、道路ネットワー
クを考慮して作成、（5）社会地区類型の定
義、（6）所属する社会地区類型をマクロレ
ベル変数としたマルチレベル解析の実施。
社会地区類型として、walkability 指標な
どの複合指標に加え、食事や身体活動に関
連したアクセス指標も作成する。これらは
電話帳の業種別一覧等を用いてアクセス
地点を選択し、アクセスの方法を決め、指
標を作成する。 
DNA メチル化解析の手順は、①ゲノム抽

出、②バイサルファイト処理、③パイロシ
ークエンスであり、コホート内症例対照研
究の手法で、糖尿病例と非糖尿病例を合計

1,000 例抽出し、解析を行う。 
 

４．研究成果 
（１）自宅から最寄り鉄道駅、バス停、

職場までの距離と１日の歩行時間の関連
を 、 自 宅 近 隣 の 歩 き や す さ 指 標
（walkability）を考慮して調べた。解析
対象はがんと循環器疾患既往がなく、名古
屋都市圏に居住する事務系職種従事者約
1,500 人とし、歩行時間は、通常の時期の
1 日に余暇以外の目的で歩くすべての時間
と定義した。歩行時間を 1 時間未満/以上
の 2群に分けて目的変数とし、自宅から鉄
道駅、バス停、職場までの距離を説明変数、
年齢、性別、本庁勤務、学歴、婚姻・喫煙・
飲酒の状況、余暇運動習慣、睡眠時間、高
血圧及び糖尿病既往、BMI、抑うつ傾向、
walkability を調整したロジスティク回帰
分析を実施した結果、自宅から職場までの
距離が 10km 以上の者での 1 時間以上歩行
の割合は、5km 未満に比べ高かった（多変
量調整オッズ比：1.46、P=0.02、傾向性
P=0.03）。 
（２）自宅近隣の walkability と余暇の

散歩・早歩き習慣有無との関連を調べた。
解析対象は、年齢が 20-65 歳で、がんと循
環器疾患既往がなく、解析に必要な変数が
そろった人4,228人のうち, 名古屋都市圏
に居住する 2,779（男性 1,915、女性 864）
人を対象者とした。近隣の人口密度、道路
密度、商業集積地への近接性、公園への近
接性の情報を合成して居住地近隣の
walkability 指標を作成した。散歩、早歩
きの実施頻度はそれぞれ月1回未満、月1-3
回、週 1-2 回、週 3-4 回、ほぼ毎日の 5段
階で調査した。散歩、早歩きのいずれかを
月 1 回以上実施する場合として定めた散
歩・早歩き習慣の有無を被説明変数、市区
町村をグループ変数とする2レベルのマル
チレベル分析を男女別に行った。個人レベ
ル変数としては walkability 三分位
（4-30・31-34・35-40）、年齢、勤務機関、
現在の婚姻状態、教育歴、睡眠時間、喫煙
習慣、飲酒習慣、body mass index、高血
圧既往歴、糖尿病既往歴、うつ状態を多変
量モデルに投入した。その結果、散歩・早
歩き習慣あり（男性で 1,115 名、女性で 457
名）のオッズ比は、walkability が 4-30 を
基準群とすると、31-34、35-40 それぞれ、
男性において 1.41 (95% CI:1.12-1.78、
P=0.004)、1.22 (0.98-1.53、P=0.07)、女
性において 1.43 (1.01-2.03、P=0.046)、
1.18 (0.85-1.65、P=0.33)であった。すな
わち、日本の都市部において、自宅近隣の
walkability が中程度高いことと散歩・早
歩き習慣の有無に関連があることが示唆
された。 
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